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【要　旨】文化大革命（以下は単に文革とする）終了直後の1980年代、中国においては改革開放政策の下、外国
語教育が積極的に推進され、その過程の中で1980年～1985年の時期において在中華人民共和国日本語研修セン
ターが北京に開設された。同センターは、大平正芳首相（当時）の訪中をきっかけとして誕生しており、通称、
大平学校と言われている。現在では、北京日本学研究センタ （ー北京外国語大学と北京大学内）へと発展してお
り、日本学研究の拠点として、今日に至っている。その影響力は、30年後の現在においても続いている。
大平学校は1972年日中国交正常化以来、中国における日本語教育に大きな役割を果たしており、日中教育
文化交流における代表的事業の一つである。本研究は大平学校に焦点を当て、教師教育の側面に着目して、
異文化間教育の観点から分析を行うことを課題として設定する。
大平学校の最大の特徴は日中政府の協力関係の下で、日本人教師が中国において、現地の中国人教師教育
に携わったことである。日本人教師がカリキュラムの設定から講義まで教学関係をすべて委任され、それに
対して中国側スタッフは教務補助役となり、日本人教師のサポートをした。こうしたやり方は文革直後の改
革開放初期には異例であった。
本研究においてはまず、外務省や国際交流基金の内部資料、研修生が保存していた当時の配布資料などの
第一次資料の分析を行った。さらに、それに加えて当時赴任した日本人教師や研修を受けた中国人研修生へ
のインタビュー調査に基づきながら、当時の教師教育の実態を整理し、異文化間教育の一側面も見出し、大
平学校での一年が彼らの生涯に如何に影響を与えたかを探究した。本研究は、異文化間教育に新たな知見を
与える意義があると考える。
はじめに
　1979年12月、大平正芳首相（当時）が訪中した際「対中華人民共和国日本語教育特別計画」に
調印した。その一環として、ODAの援助という形で５年間10億円を投入し、中国の大学の現職
日本語教師120名に対して１年間の日本語教育に関する集中研修を行い、これを５ヵ年継続する
ことにより計600名の教員の再教育を行うことになった。同プログラムを実施した機関が大平学
校である。それ以前には、これほどまで大規模に日本語の教師研修を行った例はなく、大平学校
の設立は日中国交正常化以降、中国の日本語教育にとって重要な転換点となったといえよう。
　当時、対中華人民共和国日本語教育援助特別計画実施委員会の議長を務めた金田一春彦教授を
始め、早稲田大学教授木村宗男、東京外国語大学教授国松昭、国立国語研究所所長林大、日本語
教育学会会長小川芳男などの有名学者（のべ91名）が大平学校に赴任し講義を行った。しかも、
日中教育文化交流の少ない中、日本人教師にとっても中国人研修生にとっても、大平学校での一
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年間は濃密な異文化体験の時間であった。
　現在、中国においては、日本語教育機関1,708機関、教師15,613人、学習者827,171人１で、高等
教育における日本語学習者は世界１位を占める。しかしながら、中国における日本語教師に関す
る教師研修は、極めて少ないのが実情である。大学日本語教師教育に対する支援は、大学・大学
院時代の指導教員及び職場の同僚に対する相談や体験の共有など個人的、かつ偶発的なものに限
定されている。教師たちの潜在的成長の可能性が十分に実現されておらず、教師自身の試行錯誤、
あるいは個人的な人間関係に委ねられているのが現状である。
　そこで、本稿では、1980年代日中双方の協力により、行われた大平学校の研修の仕組み・内容
について整理し、そこで得られた知見に基づきながら、異文化間教育の視点から外国語教師の教
員養成のあり方について述べることを目的とする。中国においては、現在、日本語学習者の減少
など、日本語教育が分岐点に立っているが、その意味で日本語教師に対する教員研修の原点であ
る大平学校を再検証する意義があると考えることができる。
　大平学校における異文化間教師教育に注目する理由は、日本人教師が海外で行った教育文化事
業の中で、大平学校が大きな成果を上げた事例として考えることができる点である。異文化間教
育とは、異文化と接触や交流を契機として、あるいは異文化との接触と相互作用が恒常的に存在
する構造的条件のもとで展開する、人間形成にかかわる文化的過程ないし活動である２。教師教
育を進めていく上で、大平学校ではいかに異質な集団で相互交流し、葛藤を乗り越え、協力関係
を形成し、維持してきたか再検討する必要がある。日中双方の連携による大平学校は、現在の教
師教育に大きな示唆を与えるものと考えることができる。
　さらに、2010年、中国教育部は「国家中長期教育改革と発展企画綱要（2010～2020）』３を公布
した。その第十六章（四十八項）では、国際交流と協力を増進させるため、各レベル、各領域の
教育交流と協力を展開し、教育の国際化を高めると規定されている。また第十七章（五十三項）
には教師研修、学術交流、援助プロジェクトを通して教師の資質を高めていくことが検討されて
いる。こうした改革に実効力を持たせる上で、教師教育の具体的な検討が必要であり、その意味
で大平学校の事例には学ぶ点が多い。大平学校で研修を受けた教師がそこで学んだことをどのよ
うに咀嚼し、自分のものとして行ったか、また日本人教師に学んだことをどのように自分のもの
として内面化していったのか深く究明する必要があるのではなかろうか。
　さて、大平学校は中国における日本語教師教育機関として、質・量とも最大のものである点は
現在も変わらない。これまでも大平学校に関しては、いくつかの論文の中で部分的に紹介され、
優れた知見が提供されてきた。しかし、異文化間教育における教師教育の在り方という視点に特
化して論じられたものは少ない。
　以上のような課題を探究するために、まず第１章では、教師教育、特に異文化間教育における
教師教育の先行研究をレビューすることによって、先行研究の到達点と課題を検証する。第２章
では、インタビュー調査に基づき、大平学校での教師教育の実態を探っていく。第３章では異文
化間教育の観点からどのような価値があったのかを考察したい。最後に、全体のまとめと今後の
課題について述べる。
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１．先行研究及び本研究の手法
（1）教師教育に関する先行研究
　教師教育に関する研究は数多くある。近年、生涯学習の観点から見た教師教育は注目を集めて
いる。例えば、藤原の研究（藤原，2012）４がある。藤原は、世界的な教師教育の改革の中で、「生
涯学習者としての教師」という新しい教師像が生まれてきており、その背景としては、教師とい
う仕事が長い年月をかけて成長・発達していく奥の深い専門職であるという職業観がある、とし
た。さらに教師の成長・発達は生涯学習の視点からとらえる必要があり、したがって、成人の心
理的特性を尊重した教師教育の理念が求められていると論じた。
　また、教師成長論としての研究がある。例えば、亀川の研究（亀川，2006）５である。亀川は教
師成長という概念を「内省による継続的な自己変容」と扱い考察し、日本語教師の成長要因は「自
己に対する向上心」「他教師・職員との協調」「相対的価値からの学び」「専門的力量の形成」四
つの枠組に集約されることを指摘した。
　異文化間教師教育の先行研究は少ないものの、鈴木（2011）６が注目される。鈴木は教員の異
文化体験を考察し、異文化間教育における人をつなぐような資質を持つ教師について究明した。
また、星野（2007）７、森茂（2007）８、中山（2007）９、田渕（2007）10などの研究では、異文化間
教育の視点から教師教育が実施されている諸外国の事例が紹介され、異文化間教育の資質を備え
た教師の育成やその支援など日本の抱える課題を探究した。しかし、大平学校のように、日本人
が海外での教師教育実践に関する議論は言及されていない。
（2）大平学校の教師教育に関する先行研究
　大平学校の教師研修に関して、記念論文や雑誌記事などが数多く蓄積されているが、体系的
な研究はまだなされていない。本研究に示唆となるものとしては椎名（2007）11、莫邦富（2001，
2005）12、『大平班の前世と今生』（2012）13、篠崎・曹大峰（2006）14、徐一平（2010）15、徐一平・
曹大峰（2013）16などを挙げることができる。しかし、これらの研究は大平学校の存在意義を高
く評価はしているが、大平学校の概況、あるいは事業紹介にとどまり、日本語教師教育分野への
影響や、それにもとづく異文化間教育の展開については有効な視点を提供しきれていない。
　以上の研究は異文化間教師教育における文化の融合、新たな価値の創造については言及されて
いない。そこで本研究は異文化間教師教育の観点に立ちながら、1980年代大平学校の事例を取り
上げ、異文化間教師教育の諸相を明らかにしていく。
（3）本研究の方法
　具体的には、当時大平学校での配布資料や大平学校直後に出版された『記念文集―大平学校の
五年』、国際交流基金関連資料「報告書要旨」といった史資料を検証する。さらに大平学校に赴
任し教鞭を執った日本人教師３人と研修を受けた中国人教師17人に半構造化インタビューを実施
する。30年後、当時の関係者へのインタビュー調査を通して、大平学校の教師教育の意義を再検
証したい。調査協力者の概要は表１の通りである。
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表１　調査協力者の概要
?
番号 性別 年齢 インタビュー時間 調査地 当　時 現　職
?
?
?
T1 男 60代 2012年１月19日 東京 事務・教師 教授
T2 女 60代 2012年６月６日 東京 通訳・教師 教授
T4 男 60代 2013年９月11日 大阪 通訳・教師 助教授
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
A 女 60代 2012年９月26日 天津 四期生 教授（定）
B 女 60代 2012年９月26日 天津 三期生 教授
C 男 50代 2012年10月11日 北京 二期生 教授
D 男 60代 2012年10月11日 北京 一期生 教授
E 男 60代 2013年１月９日 東京 一期生 非常勤
F 男 60代 2013年４月27日 山梨 四期生 教授
G 男 50代 2013年６月25日 上海 四期生 教授
H 女 60代 2013年６月26日 上海 一期生 教授（定）
I 女 60代 2013年６月26日 上海 四期生 教授（定）
J 女 50代 2013年６月26日 上海 四期生 教授
K 男 60代 2013年６月26日 上海 二期生 教授（定）
L 男 60代 2013年６月26日 上海 三期生 教授（定）
M 女 60代 2013年８月12日 東京 五期生 教授（定）
N 女 50代 2013年８月20日 神奈川 五期生 教授
O 男 50代 2013年８月20日 神奈川 五期生 教授
P 男 50代 2013年９月12日 広島 五期生 教授
Q 男 50代 2013年９月13日 大阪 三期生 教授
　　　　　　注：山梨、神奈川県での調査は同窓会の場所であり、調査協力者たちの仕事先は主に東京にある。
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調査内容
①大平学校以前：日本語との最初の出会いや自らの学習経験及び教育経験
②大平学校：日本人教師による教師教育の経験、その実態と自分の変化
③大平学校以後：大平学校での一年が自分自身の人生・キャリアに与えた影響
　このように、研修のプロセスを経て、自分の人生に及ぼした影響、また社会的な影響を把握す
ることができる。
２．大平学校と異文化間教育
（1）大平学校の概要
　1972年の日中共同声明により日本と中国は国交が正常化し、1978年には日中平和友好条約が締
結された。これを契機に日中関係は一段と発展し、経済、貿易の交流が大きく前進したほか、両
国を往来する人の数も飛躍的に増加した。現在、中国における日本語学習者数は英語に次いで第
２位を占めるまでになっている。しかし、学習者の増加に伴って教育機関や教師の数も急増し
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表２　研修生の構成（第三期を例に）
年　　齢 平均30歳（21歳～50歳） 性　　別 男68人、女52人
所属大学
総合大学 18校31人 師範系大学 ８校14人
社会科学系学院 ３校３人 外国語学院 15校43人
理工系学院 27校29人
合計 71校120人（内日本語専攻科90人）
　　　　　　注：1982年～1983年、在中国日本語研修センター第３年次報告研修生の現状により、筆者作成。
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たが、同時に教師の質の問題が生じた。1978年の中国教育の統計で600名だった日本語講師が、
1981年３月の時点では1,800名に増加した。増加した講師の大部分が、転職してきた高齢者や文
革期に大学を卒業した者で、専門の日本語講師とは言い難く研修の必要性が非常に高まった17。
　こうした中で、1979年12月に大平正芳首相（当時）が訪中した際「対中国日本語教育特別計画」
が調印された。その一環として、ODAの援助という形で５年間10億円を投入し、日本語研修セ
ンタ （ー大平学校）が北京語言学院（当時）のなかに設立された。大平学校では、中国大学の現
職日本語教師120名に対して１年間の日本語教育に関する集中研修を行い、これを５ヵ年継続す
ることにより計600名の教員の再教育を行った。
　大平学校は一般的な学校とは異なり、研修生たちは中国の現職の大学日本語教師であったた
め、強い問題意識と学習意欲を持っていた。研修生の特徴は以下の二点でまとめることができる。
　① 　一、二、三期は主に「労農兵学員」から構成されている。これらの人々は文革中下放され、
苦労に耐えて忍耐強く、また国の政策に運命が揺さぶられた世代である。彼らは文革中、中
卒から農村部へ下放され、数年間農作業をした上で、小学校の教師や工場の旋盤工などを勤
め、職場から推薦されて大学に入った人たちである。
　② 　四、五期は1977年、1978年大学入試再開後で、大学生たちが増加した。大学生の中には、
文革中は下放され、文革後に大学入試が再開された時、もう一度都市に戻った人たちもいた。
一方で、下放もなく高卒で直接大学に受験できた「恵まれている」人たちも一部存在した。
（2）教師教育の実態
　改革開放初期には、文革時代の閉鎖的な考えからの転換が見られた。文革中は「授業を停止し、
革命を行う」という政策から、改革開放期には「世界のすべての優秀な文明成果を受け入れる」
という姿勢に移行した。開放期の特徴として、「四つの現代化」を目指して「科学と教育」を重
視するようになった点が挙げられる。この社会的な移行のプロセスは非常に重大であるととも
に、個々人にとっては重要な変革期であった。
１）教育内容
　大平学校における日本語教師用の年間プログラムは前期と後期に分かれており、後期には一か
月の訪日研修も含まれていた。
　前期は研修生の基礎的、総合的な学力養成を行い日本語のブラッシュアップに重点をおいた。
したがって、若干の選択科目以外はすべて必修とした。後期は専門性のある授業と研究指導に重
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表３　大平学校教師研修プログラムの年間の流れ（第一期を例に）
前期 1980年８月13日～12月27日（８月11日開講、第二期から９月１日）
自宅研修 1980年12月28日～1981年２月15日
訪日研修準備 1981年２月16日～２月18日
訪日研修 1981年３月１日～３月30日
後期 1981年４月１日～７月７日（７月11日修了式）
　　　　　　注：在中国日本語研修センター第１年次報告年間スケジュールにより、筆者作成。
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点をおき、専門コース別にクラスを編成し、授業科目も全コース共通必修科目、コース別必修科
目、選択科目の三種類を設定した。研究指導も選択科目の一つとし、大平学校で学んだ理論を具
体的な論文に仕上げる指導をした18。
　学生のレベルが上がるにつれて、教員の質の向上は深刻な急務となった。文革終結後大学に入
学したエリート学生が大学の３、４学年に進級する頃には、十分な専門能力を身につけていない
日本語講師には高学年の指導が困難になっていた。1982年、大学において３、４年の精読を担当
する教師のための、第３年次より高級日本語班（30名）を設置した19。このように、当時の日本
語教育には問題解決的なカリキュラムや教材が求められており、大平学校の取り組みは、プログ
ラムの内容に大きく踏み込みながら教師教育の質の向上に寄与した。
２）教授法
　研修の一年間は、20名以上の各分野における専門家の授業を聞くことにより、大平学校で学ん
だことをどう実践に結びつけるのか、研修生自身が内省するための重要な時間であった。
　D氏は「国際交流基金が派遣してきた日本人教師は人間性をとっても、学問をとってもみんな
素晴らしい方である。我々の模範として、人生の方向性を導いてくださった。」と語った。
　教授法について、G氏は「卒業してから教師になった。実は大平学校に入る前はどのように日
本語を教えるかという概念が全然なかった。自分が学んできた通り教えればよいと思っていた。
教え方は単純なものではなく、いろんな論理的な方法があるということを、大平学校での色々な
教授法から学んだ。」と、大平学校での経験を語った。
　このように、大平学校の日本人教師から、学問から人生まで多くのものを学んだとインタ
ビューした多くの方々が話した。
　教授法の指導で大きな影響を与えた佐治圭三教授は、五年間大平学校の日本側の代表責任者を
務めた。副主任の平井勝利教授は中国語、中国研究の学者であった。佐治主任のもとで教師研修
を運営し、中国側政府及び各大学とのコミュニケーションを取り、学校における教育研修の質を
確保した。
　具体的な研修の様子を挙げると、学生120名を30名ずつ四つの班に分け、各班に班長と副班長
を選出し、班単位で授業を行った。プログラムに関しては、授業は講義形式、研究会はゼミ形式、
公開講座は講義及び対談（議論）形式など、バラエティに富んでいた。四期生のG氏によると、
「佐治圭三教授と尾上圭介教授は一つのテーマについて熱弁を戦わしていた学術自由討論の雰囲
気が体験でき、その当時非常に印象深かった」と語った。今迄の授業の方法は主に一方的な講義
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（資料提供・調査協力者第四期生徐曙）
大平学校における教師教育の研究―異文化間教育の観点から―
の形だったが、大平学校ではディスカッションの講義を受けることによって、相互に啓発されな
がら教育学的な知見が得られた。
　大平学校で教鞭を執った国松昭氏によると、「読解」（中国式では「精読」）という時間は重要
であり、これは読む訓練だけでなく総合教育ともいうべき、書くも、話すも、聞くも、文法も、
より高度の読むもすべて含まれ、いろんな扱いができる時間である20。そして、プリントを用意
し、なるべく具体的にしゃべる努力をしたつもりではある。授業中に出した質問はできるだけ本
文を読めば答えになるような質問は避けたつもりの質問である。氏の意図としては、解説を聞く
のではなく、自力で深く読み取る訓練のお手伝いにあったはずであった21。
　このように、日本人専門家は知識情報をそのまま教えるではなく、中国人研修生自力で習得・
研究していく手法を伝授している。
３）教　材
　大平学校では一年間、本・辞書約60冊を無料で配布し、図書館では中国にないオリジナル教材
や専門書籍を提供した。J氏は「これらの本は研修後、大学に戻り、大きな役割を果たした。困っ
た時に調べたりして、現在でも本棚に大切に置いてある。」と語った。それ以外に、日本人教師
竹中憲一氏は個人で「図書館」を開き、大平学校の学生だけではなく、地域の人々にも貸出を行っ
ていた。
　当時は大平学校のために編集された専用の教材はなく、日本人教師によるガリ版の手作りのプ
リントやすでに発表されている代表的な文章を抜粋したものを、皆に授業資料として提供してい
た。G氏は「固定的な教材はなくて、みんなプリントで配られた。例えば、語彙論の玉村文郎教
授は本を使わないで、すべて手書きの資料だった。」と語った。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　（資料提供・調査協力者第四期生徐曙）
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　図書・資料面での問題点としては、以下の四つが挙げられている。①コピーの使用に限度があ
り、研修生に充分な資料が与えられない。②文学研究書・個人全集の類がほとんどなく、ごく限
られた範囲での学習にならざるを得ない。③研修生は外国の文献の入手が困難であると同時にほ
とんど英文文献を読む能力がないので、音声理論の学習は極めて難しい。④中国国内における日
本語教育の出版物を充実させることも必要である22。
　このように、当時は印刷技術がガリ版印刷しかなく、指導員は時間と手間をかけて教材を自ら
の手で作っていた。
４）試　験
　大平学校に入るためには、全国各地で行われている選抜試験に合格する必要があり、その競争
率は高かった。入学後も、前期と後期の期末に実力試験を行った。前期の必修科目は「文法」、
「語彙」、「発音」、「読解」、「作文」・後期では「言語コース」、「音声コース」、「文学コース」など、
試験を基礎として点数で評価し、選択科目「誤用例」、「聴解」などについては担当者独自の方法
により合否及び優秀者の評価を行うという方法をとった23。
５）研究意識
　大平学校は思考力・想像力・表現力に関する教育を重視していた。特に、研究意識を啓発し、
研修生の啓蒙意識を大事にした。
　F氏は「当時はどこへ行っても専攻が聞かれた。日本語ですと答えたら、貴方は何の専門を研
究していますかと聞かれ、私はまだ専門の研究は分からないと答えていた。しかし、大平学校の
研修の一年を通して、みんなは語彙か文法という自分の研究課題を見つけた。これらを見つける
のは、容易なことではなかった。当時中国には明確な研究課題を見つけられない教師も大勢いた。
そういう意味でいうと、大平学校では研究意識を持つ機会を与えられた。大平学校は単純な教師
研修ではなく、研究意識を与えた。その効果はそんなに簡単なものではない。私は日夜研修研究
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に没頭した。」と話した。
　また、F氏は「もしも日本に留学したとしても、このように多くの専門家と出会うチャンスは
ない。それなのに、この中国の大平学校ではそのようなチャンスが得られた。ある意味では留学
する以上に短い時間で多くのものが獲得できた。『濃密度』が高い研修機関であった。」と大平学
校での研修の意義を高く評価した。
　今回集まった研修生の多くは学生時代直接にいわゆる「文化大革命」の影響を受けて十分に勉
強することができず、レポートも初めて書いたという人が多かった。後期は一歩進めて希望者に
対して論文作成を目標とした研究指導を行い、中にはかなり高水準の論文も見られるに至った24。
　このように、教師たちは、大平学校で研究意識と研究能力を高めた。
（3）異文化間教育の要素
　当時の中国では、何年間も日本語教師として日本語を教えていながら、実際に日本人と接する
機会は多くなかった。大平学校で、研修生は初めて日本人の思考様式、生活の様子、言語、習慣
になど全面的に接した。
１）教育上の技術支援―相互交流
　大平学校には、教育にも研究にも熱心な日本人教師が大勢在籍した。彼らのレベルの高い教育、
教授陣たちの献身的な姿・様子は研修生のロールモデルとなり、努力目標となった。このことは
以下の語りから分った。
　L氏は「日本人教師の学問を追求する精神、まじめな態度を見ると、真の研究者との距離を感
じた。自分も良い習慣を身につけ、学問を追求しようと決心した。当時はすぐに成果が出なかっ
たが、その後自分の行動に影響しつづけている。これこそ、教育の力だと思う。」と語った。
　Ｇ氏は「本当にお互いにメリットのあるプロジェクトだと思う。中国人日本語教師のレベルが
ぐっと上がった。また、お互いに客観的に見ることができ、誠実な理解ができた。大平学校は日
本国際交流基金で発足し、中国における日本語の普及に大いに役立った。現在大平学校出身の
教師は定年後、或いは定年近くになったが、30年来各大学における日本語教育界の中堅的存在と
なった。当時の600名は全国各地に広がり、内モンゴルにまで拡大した。毎年、各年次日本から
の教授陣はみな実力派で、研修生の教育人生に大きな影響を与えた。他の外国語教師研修も多々
ある中で、大平学校の研修は秀逸であった。」と高く評価した。
　F氏は「私は現在日本の大学で教えている。今の学生は学習意欲も薄く、ハングリー精神もな
い。当時の大平学校の研修生は素質が良く、学習意欲が高く、学習態度もとてもよかった。現場
教育の経験があるので、問題意識も多く持ち、積極的に日本人教授に質問した。日本人の教授は
高度な質問を受け、その問題意識でまた研究を進めていたようだ。教授からは常日ごろから、教
え甲斐があるとよく言われた。」と語った。
　J氏は「大平学校は改革開放の産物である。新しい思想と新しい文化を吸収する『きっかけ』
でもあった。大平学校はとてもいいチャンスを提供してくれて、生涯のキャリアアップにとても
役に立った。」と語った。
２）異文化理解―訪日研修
　G氏は「大平学校の一年の間には一か月の訪日研修があり、大平学校の研修生はほとんどが初
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訪日であった。私たちは東京の半蔵門ダイヤモンドホテルに泊まった。日本に対する第一印象は
きれい。当時の中国と違い、衝撃的な印象を受けた。第二はサービスであった。日本に行って自
分の視野が広がった。これほど社会は豊かになることができるのだ、と。中国でも『お客様は神
様だ』という言葉はあるけれども、日本に行って初めてその言葉通りの体験をした。」と研修を
評価した。
　このように、実際に日本社会で日本語を耳にしたり、文化を肌で体験したりすることで、研修
生たちは大きな収穫を得た。帰国後も訪日研修の効果は持続し、異文化体験により言語の研修・
研究の習得がより高まった。このことから、語学教師にとっていかに現地研修が重要であるかが
うかがえる。
　E氏は「我々の世代は社会に大いに関心を持っている。社会改革を行いたい。『四人組』時代
の『白い恐怖』に対しても、自分の考えを持っている。だから、外の世界すなわち外国を見たい、
また国を救う道も探したいと思った。」彼は大平学校で訪日研修の機会を得て非常に興奮し、夢
を叶えた。
３）国際親善―日中のパイプ役　
　大学から選抜された教師が一時教育現場を離れ、全国の教師が一か所、すなわち大平学校に集
まり研修を行っていた。こうした形で、研修生たちは教育研修に専念できる環境が整えられてい
た。一般的に研修は、講義、講座、研究会など集団学習をし、研修者同士の交流が前提となるこ
とが多い。大平学校には全国各地から120名の教師が集まり、その一年間他の研修生と触れ合う
機会が増え、他の考え方に触れることも可能であった。競争意識から共同研究を積み重ねていき、
それが協力関係へと結実していく。このように、大学は異なっても、国が違っても、同じ教育界
における新しい教師仲間ができ、お互いに支えあう関係が形成された。
　G氏は「一年間仕事の現場から離れて、研修後、各自の仕事先に戻った。研修生の間、利害関
係はあまりないので、人間関係は非常によい。その一年を大切にし、楽しんでいた。同窓生とは
研修後もよく連絡を取り会い、仕事などを助け合った。」と話した。日々の生活を通して接触・
交流を継続的に行うことが可能であったことである。そのため、研修生そして日本人教師との関
係が深まっていったと考える。
　Ｉ氏は「大平学校の研修を経て、中国における日本語教育で活躍しているのはほとんど大平学
校出身の人たちである。互いに大平学校の出身として、親しみを感じる。」と語った。
　また、日本人教師が修了生の大学を訪問し共同研究を実施、研修生が日本へ研究者として訪日
した時に必ず当時の恩師を訪問するなど、日本人教師と研修生は大平学校修了後もお互いの関係
を深めていった。日本人教師は教授としてその後何回も中国を訪れ、学会シンポジウムに参加し、
かつての教え子と再会し大平学校の体験などを語り合った。
　T4氏は「現在ニュース、新聞で日中関係をどう報道されても、日本と中国の友好関係は崩れ
ないと思う。それは大平学校での経験と教え子との絆があるからだ。」と熱く語った。
　F氏は「大平学校は日本の角度から言うと『親日派』、中国の角度から『知日派』を育て、研
修生の日本に対する理解も深めた。客観的に外国、外国人を見ることができ、真実の理解ができ
る。人の話だけでは信念を揺さぶられない。大平学校で学んだ後、大部分の研修生は一年又は半
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年の留学や研修に行って、実際に見たり聞いたりして、良いところ、悪いところを理解する。言
語を学ぶことによって、更に自分の国、相手の国を客観視することができる。そういう意味では、
大平学校は民間外交の役割を果たしてきた。」と、大平学校の果たした役割を評価した。
　以上の大平学校の事例から、日中双方の多くの専門家、スタッフが協力して教師研修を作り上
げていたことがわかる。日中友好の雰囲気の中、双方のニーズに合致したプロジェクトであった。
大平学校は研修の量だけではなく、質を特に重視し、若き教師の成長に大きな影響を与え、教師
の意識を根本的に変えた。
　当時の各大学日本語科主任・副主任の意見として、「帰校後、研修生は研修報告会でその経験・
体験を報告し、広めていった」、また別の感想として、「１年間の日本研修の経験者から見ても、
大平学校の研修は羨ましい限りだ。できるだけ多くの者にこの研修を受けさせたい」などが挙げ
られた25。
　
３．異文化間教育への考察
　結論から言えば、大平学校の教師教育の理想像は、「優れた日本語教師」であり、「優れた研究
者」であり、「優れた人間」という三つの要素から成り立っている。この理想像を実現させるた
めに、対等な関係、共通の目標、相互理解、親密な接触、そして社会的保障という条件が必要で
ある。
（1）異文化間教育の特質　
　大平学校が成功した要因として、1972年の国交回復、1978年の日中平和友好条約を締結といっ
た大きな時代の流れの中で、双方のニーズに合致した教育政策であったことがある。大平学校は、
異文化間における教師教育の形を新たに作り上げ、国籍や文化・民族にこだわりなく、人間とし
て平等で公平な教育の場を作り上げていく。
　多文化・多民族の共生を志向する教育の特徴は、単に異質文化を理解し、承認するだけでなく、
主流文化に属する者も積極的に他言語能力を身につけ、相互理解を積極的に促すことを意図して
いる。相互の文化を尊重しつつ、複数の民族が共生するためには、共通の価値を認め合うととも
に新に創造し、民主的社会の構築に向けて努力することが必要となる（岩崎，2013）26。
　このように、大平学校は日中間の異なる文化の中で教師教育活動を展開し、異文化交流を通し
て、人間的な相互理解を促進した。そして相互作用の中で生じた価値葛藤、価値対立から、文化
の融合へと向かい、新しい価値創造へと発展していったのである。
（2）異文化間教育に携わる教師に求める資質及び社会的役割
　阿部27によると、清朝末期の時代、多くの日本人教習が中国の教育現場で教鞭を執ったが、「在
華教習の中には、素行が修まらないものや金銭目当てのものなど、そして日本人同士のけんかと
か対立抗争があった。」という。ゆえに、当時文部大臣・外務大臣連署の『内訓』まで出され、
中国にいた日本人教習全員に対して、厳重に注意するよう伝達された。しかし、こうした歴史上
の失敗や挫折を検討して教訓を学んだ大平学校ではこのような現象は全くなく、当時の大平学校
は研修生にとっても、「中日が協力的、向上心があり、前向きな教授陣だった」。
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　異文化間教育に携わる教師には、明確な哲学を持ち、その国の歴史を認識し、両国の平和の懸
け橋になる資質を持ち、教育現場に信頼される人間性が求められている。教師であることの二つ
の相として、「授業を計画し実施し評価する役割」と「教師と学習者とのかかわりにおける教師
としての存在」がある28。異文化間教育における教師教育は伝統的知識の伝授以外に、文化伝達
も行っている。つまり、文化の使者としての役割も果たしている。文化をどのように学習者の内
面まで伝え影響を与えるのか、そこに教師の資質が問われていると言えよう。
終わりに
　本研究は、1980～1985年北京語言学院に設立された大平学校を対象に、異文化間教育研究の視
点から教師教育の特質と役割を研究した論稿である。この研修事業は中国人の日本語教育に携わ
る教員から熱烈に歓迎された。大平学校は中国の日本語教育・日本研究の関係者の間では著名な
存在であり、大平学校で勉強し、研鑽を積むことは、中国人日本語教師にとって目標となった。
　その後、1985年に北京日本学研究センターが設立され、中国高等教育の中に位置づけられ、今
日に至っている。
　本論の内容の要点は以下の通りである。
　１ ．大平学校の教師教育に関する先行研究の分析を通して、先行研究の意義及びその示唆を論
じた。
　２ ．大平学校の教育の実態（教育内容・教授法・教材・試験・研究意識）と異文化間教育の要
素（相互作用・訪日研修・日中相互パイプ役）について分析した。
　３ ．異文化間教育の特質と異文化間教育に携わる教師に求める資質として、人間の「相互性」
「公平性」が重要であることを検証した。
　当初、大平学校は５年間の計画であったが、その後、日本側の判断として、以下のようなメリッ
トがあるものと考えられて、継続されることになった。つまり、中国側の提案に応ずることは、
（1）中国における日本語・日本研究の今後数十年にわたる基礎を作ることとなり、将来にわたり
はかり知れない影響力を維持できること、（2）中国人教師の育成は、教師のみでなく、その教師
を通し学生に多大な影響を与えられること、（3）修士課程の基盤として必要な日本関係図書、教
材を寄贈することにより日本研究図書資料センターとして半永久的に研究情報資料を充実させ、
日本への関心を強め、研究を持続させうること、などの大きな効果をもたらすこととなる29以上
である。
　筆者は、これまで日本在住の大学教授、北京・天津・上海などで活躍している教師たちを中心
として、インタビューをしてきた。これからの課題として、大平学校での研修が、その後の人生
にどういう影響を与え、生き方や人生観がいかに変容していったかを明らかにし検証する必要が
ある。今後、継続的に、異文化間教育や、日本語教育、日中のビジネスなどの領域に活躍してい
る当時大平学校で学んだ中国人研修生の「生の声」を通してより実証的に分析していきたい。ま
た、参加者の個々人が日本及び中国社会にどのような影響を与え、日中関係にどのような役割を
果たしてきたか、そして異文化間教育の活性化にどういう示唆があるかについても探求していき
たいと考える。
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